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されるようになり，なかでも体高が特に高く扇王子で箆(へ

ら)に似ている個体を一般的にヘラブナとn乎ぶようになっ

た。ヘラブナは食用だけでなく釣魚としての需要も多く，

内水間水産業における重要度の高い魚様であるが，その摂

餌刺激物質についての報告はほとんど見当たらない。一方，

近縁種のコイ Cゆrinuscaゆioの摂餌刺激1均質に関しては，

電気生理・行動学的に詳細な研究が行われている (Grimm

1960;竹井 1967;ì~tll!鳥・伊奈 1978) 。

王子均体重および全長がそれぞれ227gおよび25cmのヘ

ラブナ (4+年魚)15尾を Fig.1に示すガラス水槽に収容し

て試験反を設けた。試験仁やはnの珂を12L:12Dとし，水槽11、j
の 3街所に吊るしたプラスチック裂の円柱かごに，各試験

i伐を含浸させたメラミンスポンジ (2x 3 x 1 cm， 0.05 g:!: 

0.005 g)を収容し，それらに対する単位l時lIilあたりのつい

ばみIEiI数を言hl!1Jすることで、摂餌刺激効果を評倒したO なお，

ついばみ回数はビデオ映像により l分ごとに誇I"iJllJし， 10， 

15， 20および40分!日jのifり，i:したタイムコースを作成した。

試験は 1日に 2回実施し 最初jの試料の試験後 3MfflfJ以上牟

あけて次の試料の試験を行った。この試験を連続して 613

Ilij実施して符られたデータの有意義'j'IJ定を Student-t検定で

実施した。試!険物質には市販コイ用配合飼料(イースター

株式会社製)およびrlj.奴焼主主(数烏産業株式会社製)の水

おII出液をmいた。すなわち，これら試料を10倍の脱イオン
水で5う.}Ill]ホモジナイズし，そのホモジネートを2，000rpm 

で 2 分 IlJj迷心分l~lí'して得られた 1:.澄み江主をろ過した。この

操作を再度繰り返し符られたろ液をあわせた5%(w/v) 出夜

を試験液とした。まず，対!日(の!l兄イオン水と配合飼料試験

i夜を用いて試験順序による影響について調べた。すなわち，

先に試験した試験液による次試験の試験液への影響につい

て調べた。先に悦イオン水，次いで、試験液の}IIQに6EIIIIJ， 

逆に，先に試験i夜，次いでIJ見イオン水の}IWiに入れ終えて 6

報短

ヘラブナに対する摂餌刺激評価法

Evaluation Method for Identifying Feeding 
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Abstract: 1n this study， we proposed a simple and rapid 

evaluation method fOI・identifyingfeeding stimulants of 

baits for ]apanese crucian carp. Sponges soaked with 

a test liquid were hung in the test tank. The feeding 

stimulus effect was derived I1・omthe pecking counts of 

the sponges. The pecking counts were measured in six 

test series for ten min， and the results were analyzed 

by t-test. The pecking counts for the commercial pellet 

extract and an extract of baked wheat gluten “Fu" in 

]apanese， were respectively statistically higher than 

control by ιtest (Pく0.01)，which suggested the validity 

of this evaluation method. 
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Fig. 1. Water tank. Three baskets containing sponges soak巴d
with the same test Iiquid were hung at even intervals. The fre司
quency of pecks at the feed per minutes was measured for 15 cru-
cian car・ps.Statistical significance was determined by t-test 

J英郎刺激物質の利mにより養殖魚に対する飼料効率や摂
PJr欲求を向上させるだけでなく(池1111991)，釣魚、や漁業へ

応用することで釣後最や漁獲設を増加させる可能性が示11愛

されている(佐総 2008)。このように摂餌刺激物質に関する

研究は養獄だけで、なく漁業においても重要なテーマの…っ

と考えられるが，一紋に試験には複雑な装誼や多くの供試

魚が必主さであり，経費やl時IlIJがかかる。部使な摂餌刺激評

価方法をTI1liiz:できれば，迅速かつ効率的に試験物質に対す

る11き好性の評価liが可能になり，これまで明らかにされてい

ない多くの魚、種の摂餌刺激物質に関して有用なまLI見が符ら

れる O 本研究では室内実男知j三十日をJFJいた新たな試i抜方法を

提案し，その信頼性についてヘラブナをmいて検証した。
なお，ヘラブナは琵琶湖水系に生息する悶有穫のゲンゴロ

ウブナ Car，ωsiuscuvieriを体F誌を高くするために選J友淘i太し
た魚種である(加縞 1973)。これまで大阪府の河内池方で

食府知、として盛んに養殖されたことから，カワチブナと称

200911:' 7 JJ 6 EJ 9:1;J・201011二4月8日'主}IH.
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Table 1. Pecking counts of Carassius cuvieri to alternate baits 

lOmin 15min 20min 40min 

Systems Experiment Control Pellet Control Pellet Control Pellet Control Pellet 

Day 1 27 281 27 302 28 319 31 450 

Day2 28 113 32 135 32 160 32 163 
Day3 15 180 15 183 15 184 15 190 
Day4 1 316 1 487 1 537 1 573 

Day5 6 218 6 234 6 294 9 341 
Day6 15 138 15 149 15 150 19 151 

Average 15:t 4.43 208土32.56* 16士4.84 248:t 53.90* 16士4.92 274 :t 60.02* 18土4.98 311:t 70.95持

10min 15min 20min 40min 

Systems Experiment Pellet Control Pellet Control Pellet Control Pellet Control 

Day 1 106 10 129 10 145 10 148 10 

Day2 156 32 159 32 163 32 215 32 
Day3 279 14 335 17 377 17 603 20 

E Day4 234 24 275 24 299 24 299 32 

Day5 305 47 375 59 377 59 382 65 
Day6 203 13 203 13 207 15 210 22 
Average 214:t 30.58** 23士5.80 246:t 40.21 ** 26:t 7.38 261土42.56持 26:t 7.27 310:t 67.43持 30:t 7.79 

The asterisks show a significant difference (t-test， * P<O.Ol， * * Pく0.001).
Systems 1 : Firstly， the control sample was conducted. Secondly， after three hours the pellet sample was conducted 

Systems II: First1y， the pellet sample was conducted. Secondly， a立erthree hours the control sample was conducted. 
Each value is Mean:t SE (n ~ 6). 

Table 2. Pecking counts for ten min of Carassius cuvieri to 
stimulant sample of baked wheat gluten 

lOmin 

Systems Control Baked wheat gluten 

17:t 4.37 176:t 19.06* * 

Systems Baked wheat gluten Control 

II 306:t 41.44 * * 28:t 3.97 

**pく0.001(t-t巴st).
Each value is Mean土SE(n~6) 

日間のついばみ回数を調べた (Table1)。いずれの順序でも

試験液の摂餌刺激効果が有意に高かった (P<O.Ol) ので，

試験順序による慣れ(学習)の影響は少ないと判断した。

また， 40分間の試験で時間経過に伴う各試験液に対するつ

いばみ回数に類似する傾向がみられたので，今後の試験は

10分間の試験を 6回実施することとした。次に，対照の脱

イオン水と焼楚試験液に対する10分間のついばみ回数から，

先と同様にして摂餌刺激効果を比較したところ (Table2)， 

いずれの}II買序でも有意な区間差が得られた (P<O.OOl)。

本研究ではついばみ回数を指標に，配合飼料および焼娃

の水抽出液の摂餌刺激効果を評価した。それらの抽出液に

どのような化合物が含まれているか不明であるが，ヘラブ

ナは脱イオン水よりそれらの抽出液を好むことが示された。

ヘラブナの養殖にはコイ用の配合飼料が給与されており，

焼廷はヘラブナ釣りの餌として人気が高い。これらの前提

を踏まえれば当然の結果と考えられるため，摂餌刺激効果

が類似している試験液を比較する場合に，本評価法が有効

に機能するのか疑問は残る。 供試魚の前歴，維持飼料，発

育段階などの違いなどとともに，ついばみ回数と摂餌刺激

効果との関連性も明確にする必要も残されており，今後さ

らに検討しなければならない。しかし，迅速で簡便な評価

法であり，実際の養殖池や釣り場での飼餌)j'，，1の評価にも応

用可能であることから今後の展開が期待できる O 一方， [(0 

り池に放流されるヘラブナの全長は20~30cmであることか

ら，そのサイズに見合う供試魚を用いて本研究を実施した。

ヘラブナは無胃魚で比較的濁度の高い水域で、生息しており

(佐原 2005)，餌は専ら植物性プランクトンであることから，

その摂餌に化学感覚がどの程度まで関与しているか不明で

あるが，配合飼料と焼愁の*抽出液をついばんだことから，

水溶性の化合物を知覚していると推察される。それらに含

まれる摂餌刺激物質の検索も，今後に残された興味ある検

討課題である O
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